
益城町仮設住宅における聞き取り調査�

途中経過報告書 【9/27現在】�
熊本大学復興支援プロジェクト 
（ましきラボ） 

資料 ７	



本聞き取り調査の特徴�

• 全仮設住宅を訪問しての聞き取り 
• 調査員は，大学生ボランティア 
• 時間をかけてじっくりとお話を伺う　（10分~1時間以上） 
• 県内外の大学（県立大，学園大など）と連携した実施 
• 仮設住宅の課題・改善要望は整理し，町役場に連絡 
• 結果速報をニューズレターで全仮設住宅に配布（現在６回） 
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目的 �

（１）現時点で不自由な点，不安などを幅広く伺う	

（２）今後のお住まいに関する希望を伺う	

熊本大学の学生が2人1組で1軒

ずつ訪問	

【時期】カギ渡し日から２週間後	
※不在世帯は何度も訪問	

	

短くて 10~15分，長い場合は１~２時間	

じっくりお話を伺う	

手法 �

仮設住宅での聞き取り調査概要�
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調査実施日数 �

６月：１日間　　　７月：１４日間　　　８月：２３日間	

９月：１３日間　　　　　　　　　　　　	

調査員数 �

熊本大学学生66名、教職員等９名、外部支援５７名	
（人数）	

507人・日	（調査員延べ人数）	

実施概要　（９月27日現在）�
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調査実施済みの世帯数推移 （９月２7日まで）�

飯野小�
説明会�

安永�
説明会�

馬水�
説明会�

馬水東道�
説明会�

897世帯�
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テクノ�
説明会�
（初回）�

小池島田�
説明会�

木山�
説明会�

櫛島�
説明会�

平田�
説明会�

(参考) �
10月4日時点 �
923世帯 �



益城町仮設住宅居住者の人口ピラミッド�
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6月30日~9月27日分 N=2181 �
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(人) �

男性 � 女性 �

益城町全体 �
地震前 �



１７団地 �
1556戸 �

益城町仮設団地図 �
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仮設団地別 入居者の年齢分布�

12.4% 11.9% 9.6% 13.6% 
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赤井	
(N=76) 

津森	
(N=106) 

馬水	
(N=169) 

馬水東道	
(N=93) 

飯野	
(N=87) 

木山	
(N=361) 

平田	
(N=28) 

櫛島	
(N=59) 

0～15歳	 16～64歳	 65歳以上	 不明	
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仮設団地別 入居者の就業状態�
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(N=28) 

櫛島	
(N=59) 

就業	 農業	 主婦・主夫	 学生	 非就業	 不明	

9 



仮設団地別 世帯人数�
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津森	
(N=47) 

馬水	
(N=67) 

馬水東道	
(N=36) 

飯野	
(N=34) 

木山	
(N=144) 

平田	
(N=13) 

櫛島	
(N=24) 

１人	 ２人	 ３人	 ４人以上	 不明	
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仮設１世帯あたりの自動車保有台数�

115 

291 

219 

85 

36 
0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

0 1 2 3 4以上	
(台)	 11 



仮設団地別の自動車保有状況�
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36.5% 

55.3% 
46.1% 

51.9% 49.7% 
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広崎	
(N=104) 

小池島田	
(N=103) 

赤井	
(N=76) 

津森	
(N=106) 

馬水	
(N=169) 

馬水東道	
(N=93) 

飯野	
(N=87) 

木山	
(N=361) 

平田	
(N=28) 

櫛島	
(N=59) 

自分専用	 家族共用	 ない	 不明	

12 



持家	 借家	 その他	 総計	
一戸建て	 752	 56	 14	 822	
マンション・アパート	 3	 63	 1	 67	
その他	 2	 4	 2	 8	
総計	 757	 123	 17	 897	

仮設居住者の地震前の住居と被災状況�

所有形態と住居形態�

被災状況�

全壊	 大規模半壊	半壊	 その他	 総計	
一戸建て	 685	 72	 56	 9	 822	
マンション・アパート	 55	 8	 4	 67	
その他	 4	 2	 2	 8	
総計	 744	 82	 60	 11	 897	
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仮設後の居住意向�
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震災前と同じ
住所に再建, 

59% 復興住宅を
希望, 14% 

移転希望 - 
益城町内, 

6% 

移転希望 - 
それ以外, 

3% 

分からない, 
18% 

仮設住宅後の 
住まいの希望 
　6月30日~9月27日分 

N=897	

・自宅再建が理想だが経済面で厳しいので

復興住宅ができればそこに住むのも良い�

・もともと住んでいた地区に復興住宅を建

設してほしい�

・自宅再建の予定だが平屋にする予定�

・自宅再建か復興住宅かで気持ちが揺れて

いる�

・早く復興住宅を建設してほしい�

・家族が一緒になって住める家屋を希望�

・益城町は住み慣れている。愛着もある。�

・再建できる地盤か分からないが、元の場

所が良い�

・子供の校区を変えたくない�

・お金が無いから先のことは考えられない�

・車を運転できなくなるかもしれないから

バス停の近く�



仮設後の居住意向　小学校区別 �
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仮設後居住意向　６５歳以下就業者がいる世帯�
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仮設後の居住意向　仮設団地別�
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益城町の復旧・復興において重要と思う点�
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聞き取りの中間まとめ　と　今後�

• 古くからの住民 (農村部) は自宅再建を希望 
• 新住民 (熊本市のベットタウン) は　別位置再建も多い 

• 経済的に厳しい高齢者世帯は復興住宅 (災害公営住宅)希望 
• 持ち家　の広い　一戸建て　　→　平屋の再建意向多数 
• 自宅が再建できる地盤かどうかの情報を住民は求めている 

• 仮設団地別に特性が異なる　 
（年齢分布・就業状況・自動車保有状況・コミュニティ形成） 

• 団地の特性に応じた支援が望まれる： 地域支え合いセンター，
乗り合いタクシータクシー導入，タクシーチケット配布 など 

• 半年後，１年後，１年半後に再度調査予定 
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参考資料 
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自由意見から　（仮設住宅のコミュニティ）�

•  周りは生まれてからの知り合いや親族ばかりで心強い(80代・女性)	

•  まだ近隣住宅と顔見知りになりたいという心境ではない(70代・女性) 	

•  避難所の方が仲良くできていて、今は孤立している(60代・女性) 	

•  集会でみんな顔見知りになって、色々と相談できるような仮設住宅になれば
いい(60代・男性) 	

•  仮設団地に後から入ったので集まりに行きづらいから行事予定表などあると
いい(50代・女性) 	

•  集会所で習い事のようなものがあったら良い。	

•  皆で集まれる楽しみがあれば。ラジオ体操でもいいのでしたい(70代・女性) 	

•  仮設住宅でのコミュニティを作って、助け合えるようにしたい、自分はある程
度動けるので買い物の支援などできる(60代・男性) 	

•  近いコミュニティを生かして車の乗り合いを行っている(70代・女性) 	

•  震災前に住んでいた地域の人たちがどこに行ったのか分からず、気がかり
(60代・女性)	
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自由意見　（自宅の地盤関係）�

•  地盤が悪いため別の土地を探したいが、長年住んでいるためできれば元
の自宅があった地区がよい。(80代・女性) 	

•  本当は同じ場所がいいが、住めそうにない。安全な土地に住めるなら仕方
ない (50代・女性) 	

•  地盤がガタガタで、仮設住宅後の住まいをどうしたらいいか分からない (60
代・男性) 	

•  断層等の心配があり、同じ土地に再建できるか、わからないのが困る (50
代・男性)	

•  地盤の調査と情報公開をしてほしい(70代・男性) 	

•  住宅の再建のために地盤の情報などを示したマップを作成してほしい (50
代・男性) 	

•  断層の通りや強い土地を教えてほしい（80代・女性）	

•  地盤がしっかりしたところに復興住宅を建設してほしい（70代・女性）	

22 



自由意見から　（復興住宅関係)�

•  復興住宅をとにかく早く（70代・男性）	

•  復興住宅の申請において家族構成を細かく見てほしい。中高生の子供が複

数いるので1軒では狭い（30代・女性）	

•  復興住宅を建設するにしても農場から遠ければ困る(80代・女性)	

•  復興住宅は校区ごとに建設すればいいと思う(80代・女性)	

•  復興住宅は復興後の人口流出入を踏まえた上で計画すべき．周りにコンビ

ニや商業施設、病院などが徐々に建設され、まちづくりの礎となる　  (30代・

男性)	

•  希望は元の住所に再建だが，ペット可なら復興住宅も検討する(70代・女性)	

•  復興住宅の家賃を安くしてほしい(70代・男性)	
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自由意見から　（その他）�

•  ぜいたくは言えないが、仮設は狭い�
•  車を運転できないが家族(知人)に送迎してもらい　 病院や買い物へ行って
いる�

•  空港から離着陸する飛行機を撮影するのが趣味 になった（テクノ団地居
住者）�

•  近所の方が近くの仮設に住んでいてよかった�
•  仮設ではネットがないと情報が入りにくい�
•  ポスト, ATM, 街灯, ミラー, 出張所等が欲しい�
•  倒壊した家に埋まっている仏壇を早く拝みたい�
•  高齢者だけでなく働く母親世代のことも考えて�
•  熊本高森線は四車線化するべき�
•  孫の世代に向けて地震に強いまちにして欲しい�
•  ラジオ体操をしたい�
•  明るく楽しく仮設住宅での2年間を過ごしたい�
•  若者があふれるまちづくりを！�
•  自分たちでできることは自分たちでしたい�







入居説明会	 初回訪問日	 総戸数	
対象世帯*	
(9/27時点)	

調査済	
(9/27まで)	

実施率**	

赤井	 6月14日	 6月30日	 35	 33	 32	 97.0%	
広崎	 6月14日	 7月5日	 53	 51	 42	 82.4%	
津森	 6月20日	 7月6日	 73	 60	 47	 78.3%	
飯野	 7月1日	 7月19日	 48	 45	 34	 75.6%	
安永	 7月12日	 7月20日	 70	 63	 53	 84.1%	
馬水	 7月22日	 8月4日	 77	 76	 66	 86.8%	
小池島田	 7月27日	 8月9日	 82	 66	 38	 57.6%	
馬水東道	 8月6日	 8月24日	 56	 43	 37	 86.0%	
木山	 8月9日	 8月31日	 220	 191	 149	 78.0%	

９月２７日時点�

**実施率：　調査済世帯数 / 対象世帯数�

実施状況�
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**対象世帯：総戸数から長期不在および調査拒否を除く	



今後，東無田，惣領，馬水西原，
安永東，木山上辻を予定 �

入居説明会	 初回訪問日	 総戸数	
対象世帯*	
(9/27時点)	

調査済	
(9/27まで)	

実施率**	

テクノA	 7月17日	
(初回)	

8月1日	 81	 73	 60	 82.2%	
テクノB	 7月17日	

(初回)	
8月2日	 93	 82	 64	 78.0%	

テクノC	 7月17日	
(初回)	

8月2日	 99	 89	 68	 76.4%	
テクノD	 7月17日	

(初回)	
8月17日	 96	 88	 69	 78.4%	

テクノE	 7月17日	
(初回)	

8月17日	 95	 85	 65	 76.5%	
テクノF	 7月17日	

(初回)	
8月17日	 52	 51	 36	 70.6%	

櫛島	 8月29日	 9月13日	 41	 30	 23	 76.7%	
平田	 9月3日	 9月16日	 48	 40	 14	 35.0%	
合計	 -	 -	 1319	 1166	 897	 77.0%	

９月２７日時点�

※実施率：　調査済世帯数 / 対象世帯数�

実施状況�

28 

**対象世帯：総戸数から長期不在および調査拒否を除く	



調査実施状況 （９月２７日時点）�

全体           ６７．９％（調査済世帯数 / 全仮設戸数（予定も含む））	
全世帯平均 ７６．４％（調査済世帯数 / 対象世帯数(9/27現在））	
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小学校区別の仮設団地入居世帯数 （９月２７日時点）�
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全仮設入居者の性別・年齢�
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N=897（戸） 平均居住年数：
34.9年	

地震前の住宅の居住年数（全団地）�
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地震前の住宅の居住年数（小学校区別）�
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地震前の住宅の居住年数（小学校区別）�
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地震前の住宅の居住年数（小学校区別）�
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熊本大学星野研究室製作 �





・秋津川河川公園に設置予定 
 
・２つのコンテナをＬ字に配置し 
　ウッドデッキと一体利用可 
 
・ワークショップにてペンキ塗装　　 
　やウッドデッキ製作等を行う 
 
・10月中旬に開所予定 
 
 

ましきラボ 

設置予定地 

イメージ 

配置図 

平面図 
立面図 

まちからアクセスしやすい秋津川河川公園に 
まちづくり拠点としてのラボを開設します。 

設計 熊本大学建築学科 田中智之准教授 �



地元大学 

被災者 行政 

現場での学び 

若者との会話の機会 
仮設住宅の環境改善 

復興計画に必要
な情報入手 



県内外の大学との連携�

• 熊本学園大学, 熊本県立大学 
• 九州大学、佐賀大学、九州工業大学，大分大学 

• 青山学院大学, 関西学院大学，自治医大，慶應義塾大学，
東京大学， 京都大学 

• 学生有志の皆さん	

43 



地元大学 

被災者 行政 

地元大学 

被災者 行政 

大学 研究機関 

大学 大学 大学 研究機関 

大学 大学 

めざす状態(１) 
益城町仮設聞き取り第１弾 被災地の姿 

44 



地元大学 

被災者 行政 

大学 

研究機関 

大学 

大学 

めざす状態（２） 
益城町仮設聞き取り第2弾以降 

連携・調整 

45 


